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三木市立三樹小学校

1 学校教育目標

２　本年度の重点目標

３　自己評価結果（達成状況）【　Ａ：達成している　　Ｂ：概ね達成している　　Ｃ：あまり達成していない　　Ｄ：達成していない　】

評価の観点 評価

○ 基礎学力の定着
　・「やさしい日本語」を活用したすべての児童
にわかりすい学習環境の推進
　・「家庭学習レベルアップ週間」の実施や自
主学習ノート指導等による家庭学習の推進
　・チャレンジタイムやコグトレ、放課後学習等
による基礎・基本の力の定着
〇 個別最適な学び、協働的な学びの推進
　・キュビナやコラボノートなどICTを活用した
取組の充実
〇 ９年間のつながりのある指導に向けた研究
実践
　・中学校との情報共有、交流見学の充実

・「やさしい日本語」の研修を行い、すべての児童にもわかりやすい学習環境の整備に努めた。
・中学校のテスト期間に合わせて、「家庭学習レベルアップ週間」を設定し、学習時間・学習内容
の可視化、一週間の学習の振り返りを行った。普段の自分の学習を見直すきっかけづくりとし
た。
・「自ら学習を計画し、主体的に課題に取り組む」ことについては、児童はできていると感じてい
るが、保護者はできていないと感じている。学校での取組を家庭につなげることに課題があると
考える。
・チャレンジタイムでのキュビナやコグトレの活用により、基礎・基本の定着や、認知能力の向上
をめざした。繰り返し復習をすることで、知識・技能面での一定の効果が得られた。
・教職員が試行錯誤しながら、キュビナやコグトレ、コラボノート、スカイメニューなどの様々な
ICT機器を活用した学習を行った。今年度はスカイメニューについて講師を招聘し、研修を行っ
たことで、授業でも活用する場面が多く見られた。
・幼小中の研修を行い、小中においてはカリキュラムのつながりを話し合う機会が得られた。
・理科専科による研修で、理科教育の専門性を高めることができた。

B

・「やさしい日本語」の研修については、引き続き行い、すべての児童がわかりやすい学習
環境の整備に努めていく。
・「家庭学習レベルアップ週間」においては、「いつ」「何を」するかを児童自身が考える時間
をつくり、自ら進んで学習の計画を立てる練習を行っていく。また、個人懇談や学年だより
において、保護者の方に学習のねらいや内容を説明する機会を設ける。また、日ごろの授
業の様子や、児童が自主的に取り組んでいる内容について家庭に伝えることで、学校と家
庭との連携が図れるようにする。
・コラボノートやスカイメニュー、ｏｆｆｉｃｅの使い方を職員間で共有する。また、その中でも特
に一つのアプリにしぼり授業での使い方を研修することで、効果的な学習を探求していく。
・今年度は「個別最適な学び」「協働的な学び」についての授業事例を増やしてきた。その
実践の反省をもとに、来年度は、児童に身につけさせたい力を学校・学年全体で再考し、
授業改善につなげていく。
・来年度は、これまで用いていたキュビナから新たなAIドリルに変更となる可能性があるの
で、その効果的な活用法を探っていく。

〇 自他を大切にする学級・学校づくり
  ・じんけん月間の工夫
  ・道徳授業の時数確保、実践的判断力の向
上に向けた指導の充実
  ・国際理解、多文化共生教育の推進
  ・PTA教育講演会等の実施

〇 いきいきとしたより良い学校生活の創造
・学級（学年）活動や学校行事等の見直しと改
革
・児童会等子どもたちが自ら考え主体となる活
動の充実
・ファミリー活動等を通じた本校独自の企画
・令和６年度150周年を迎えるにあたり、ふるさ
と三木、ふるさと三樹を愛する心情の育成
・地域の施設見学等の充実

○ いじめや不登校の早期発見・早期対応
  ・「こころのアンケート」の実施、児童への丁
寧な聴き取り
  ・家庭や関係機関と連携した組織的かつ一
体的な取組
  ・ネットトラブルを防ぐ授業や講演会の実施
○ 自己肯定感を高めるための取組
  ・児童の成長につながる場面での適切な声
かけ
○ あいさつや清掃活動の励行
  ・児童会、教職員一体となった全校的な取組

〇 個々のニーズに沿った支援体制の充実
・児童の特性についての共通理解の場の設定
・家庭や関係機関、幼小中との連携
〇 共生の心の醸成
・インクルーシブ教育システムの構築
・すべての児童が存在意義、有用感を感じる
学級学校づくり

〇 健康づくり
・「ほけんだより」「給食だより」の発行、食育に
関するHP掲載による健康を促進するための取
組
・感染症対策の徹底
〇 安全指導
・登下校時のルールやマナーの徹底、安全な
遊び、水泳指導等による命を守るための取組
〇防災・防犯教育
・避難訓練及び防犯訓練の実施
・定期的な施設点検の実施

○ 学校の様子や取組の積極的な公開
 ・授業参観、個人懇談、オープンスクールの
実施
 ・通信の定期的な発行、HPの随時更新
○ 家庭・地域との連携
 ・日ごろからの家庭との密な連携
 ・地域人材を活用した取組
 ・地域の活動や行事への積極的な参加啓発

　

・学期に一度、オープンスクールを実施した。また、１学期、２学期の終わりに個人懇談を実施し
た。（２学期は希望制）
・月初めに学校通信、学年通信を発行した。また、学校行事や学年の取組に合わせて、ＨＰを随
時更新した。
・「すぐーる」を用い、欠席連絡や学級閉鎖等の緊急な連絡を行った。
・児童の気になることについては、保護者や地域の方との日ごろの情報共有を大切にし連携に
努めた。
・クラブ活動では三木市の地理や歴史を学ぶ「探検クラブ」を設立したり、１年生では昔遊び、２
年生では町探検の学習を行ったりし、貴重な地域人材を活用した。
・環境体験、花植え、秋祭りや公民館での各種行事への参加を通じ、地域に見守られる三樹っ
子を実感する場面が多くあった。

A

評価Aは適切である。
・学校行事の公開をし、保護者や地域住民との連携や交流が出来た。地域の人材の活用など積極的
に計画するのも良案である。
・これからも幼稚園・こども園・中学校と連携し、一貫性のある教育をしていただきたい。
・学校も保護者も、コロナ禍明けの急な変化もありながらの相互連携に難儀したこともあったことがグラ
フで見て取れるが、これは性急な情勢変化のためであり、限定的な背景であるからで、その中において
も、数値が達している。つまり評価されていた表れなので、A判定は正しいと思う。
・家庭・地域へ向けてタイムリーな内容を多様な方法で情報発信されている。地域人材の活用も積極的
になされており、学校と家庭・地域が連携して「地域の子どもは地域で育てる」という風土が醸成されつ
つある。
・花植えなどの地域行事に積極的に参加し、学校の外の環境で発表（自分を表現）する機会を持つこと
で、子どもたちの自信につながるとともに、行事に参加する地域住民にとっても、地域の子どもを地域で
見守り育てる喜びにつながっている。

家庭・地域との
連携

・新型コロナ感染症の５類感染症移行後、学校行事等については、これまでのやり方、
内容を見直した部分も多くある。今後も、より良い行事のあり方を保護者の方とも連携し
ながら検討していく。
・幼稚園・子ども園・中学校との連携・交流を深めるにあたり、「目指す15歳の姿」を意識
しながら、新たな取組を考えていく。
・日ごろのちょっとした気づきを大切に、保護者や地域の方との情報交換、連携に努め
る。
・今後も、すべての児童・家庭に「やさしい日本語」を活用した情報発信を行う。
・貴重な地域人材の活用を、引き続き積極的に進める。

評価Bは適切である。
・児童の個々の特性を理解し、全教職員で共通理解をされたことはとても評価できる。個々のニーズに合った支援が
出来るよう今後も期待している。
・学校の対応を評価する意見があり、今後も個々のニーズに応じた支援をしていただきたい。
・学校としては、様々な方法、場所を提供していると思うのだが、保護者の十分な満足を得れていない数値である以
上、B判定は仕方がない。発達段階など、個人によって違うので、全ての対象者に満足してもらおうとすると、一人一
人にすべて違う環境を用意しなければならず、それはもはや公立小学校の限界を越えてしまう。
・年度初めや行事前に、児童理解が全教職員で行われており、組織で児童を育てていこうとする姿勢が感じられる。
個別の教育支援計画・個別の指導計画は早期に作成され、必要な支援や適切な指導に役立て、更新したい。

健康・安全
防災教育

・健康づくりを進めるために食育活動として食材紹介を中心とした掲示や、給食委員会による給
食メニューの紹介を行った。また、保健活動として、保健室前の壁面掲示を充実させた。給食・
保健だよりを年間を通じて発行した。
・校内の感染状況によって、手洗いやマスクを奨励し、予防対策を進めた。
・１学期２回、２学期１回、３学期１回地区児童会を、また、各学期に１回地区下校や一斉下校を
行った。２学期の始業式後、登下校のルールやマナーについてパワーポイントで紹介した。交通
旗の扱いについては、下校時に呼びかけをした。
・毎月、安全点検表で施設点検と教職員の安全運転意識調査を行った。
・７月に火災避難訓練を、１月に地震避難訓練と1.17集会を実施した。
・登下校の安全について再確認し、下校時の見回りを強化した。

A

・健康づくりに関しては、日ごろの継続した取組が大切であると考える。食育、保健につい
て、これまでと同様、工夫しながら進めていく。
・感染症対策としては、これまでの経験をもとに、速やかな対応を進める。
・２学期の地区児童会を今年度は１回にしたことで、児童の登校班の並び方や時間を守る
というルールが徹底できなかったという反省が出た。来年度は夏休み明けにも地区児童会
を行うことで、児童の集団登校への意識を高めていきたい。
・火災、地震等の避難訓練は、さまざまな状況設定を行うことで、いかなる危機的状況にも
対応できるような取組を進める。また、天災以外の場面においてもどのような場合でも「い
のちを守り抜く」子どもをを育成できるよう、防災・防犯教育の充実に取り組んでいく。

評価Bは適切である。
・心のアンケートの実施で、気になる児童の把握や早期対応などをおこない、教職員が児童の思いを受
け止められる体制づくりがなされ、安心した。
・児童の「先生は自分の話をよく聞いてくれる」の評価数値が年々減少していることが気になる。まず児
童の話に耳を傾け、その上で指導を行なっていただけたら改善するのではないか。
・生徒はよくあいさつしていると伝え聞くので、その点は良好であると判断する。また、学校もアンケート
を取ったり、保護者と連携する機会を設けているが、やはり不登校生徒が増えている現状を考慮する
と、B判定はやむを得ないと判断する。
・効果的に「心のアンケート」を実施し、問題の早期発見・早期対応に取り組んでいる。アシストルームを
設置し、別室対応にも組織的な対応がなされている。しかし、教職員への過度な負担にならないように
行政や地域からの支援が必要だと思われる。評価はＡに近いＢである。

評価Aは適切である。
・健康、保健、安全や防災防犯は今後、児童が成長していく上で必要事項である。適切な指導をされて
いると感じた。
・登下校時のトラブルへの意見があるが、左記改善への取組に期待する。
・私見であるが、保護者側のアンケート項目は家庭ですべき事がほとんどなので、評価が下がっている
点は気にする必要がないと思う。いろいろと学校も行事を行っているが、何より一番が「児童が学校を
安全と思ってくれている」点に、教職員の常日頃の努力と配慮が見てとれるので、A判定は適切であると
思う。
・決め細かな安全指導が適切な時期に実施されており、アンケート結果の数値は児童・保護者共に良
好である。地区児童会の回数を見直す等、来年度に向けて具体的な改善策も示されている。

特別支援教育

・年度初めや行事の前等に、児童の共通理解を全教職員で行うとともに、日々の生活の中で気
になる児童についての話し合いの場を設けた。
・関係機関、療育機関、学校・園、保護者と連携を図り、より効果的な支援に向けた相談を進め
た。
・専門性向上のために、配慮を要する児童についての研修会を行った。
・平素の授業や学校行事、啓発授業において、認め合える仲間づくりや、個々の児童の特性に
合った活動への配慮に努めた。

B

・行事等の前だけでなく、日々の生活の中で気になる児童について共通理解のための話し
合いの場を設けていく。
・配慮を要する児童に関する基礎的な知識や対応スキルを全教職員が習得するための研
修を今後も継続する。
・早期に個別の教育支援計画・個別の指導計画を作成し、個々のニーズに応じた支援がで
きるようにするとともに、指導補助員の配置等よりよい支援体制について考える。
・認め合える仲間づくり、共同学習のあり方の創意工夫に努める。

・学校行事においては、子どもの思いを取り入れた内容を計画・実施し、それぞれの行事で
児童が目標を持ち、振り返りをすることで達成感を感じられるようにしていく。
・児童会活動においても、自分たちで計画を立て実行する内容を増やし、教職員が支援す
るよう取り組んでいく。
・三木市の施設見学や三樹っ子探検クラブ、老人会の方との花植えなど、ふるさと三木を
意識した取組を進め、地域の方との交流をこれからも大切にしていく。また、地域の方との
親交を深められるようにあいさつの指導も行っていきたい。
・三樹小学校創立150周年記念事業に向け、子どもたちの愛校心を高める取組を進めてい
きたい。

評価Aは適切である。
・他学年との縦割りファミリーの交流や地域見学、児童会活動など活発な活動が出来ていた。さらに児童から
の自主的な計画作成などができる指導をお願いしたい。
・先生方の自己評価は下がっているが、児童や保護者の評価数値は悪くなっていないので、このまま取組を
進めてほしい。コロナ禍も終わり基準が難しくなったが、子供の思いを取り入れた活動を楽しみにしている。
・コロナ禍が一段落し、急に今まで中止していた事業を再開、あるいは段階的に再開した中で、無事に実行
にこぎつけ、また、特段な支障も出ていないことから、今後の課題となる点、改善点があったとしても、今年度
についてはA判定は適切ではないだろうか。
・活動に他学年交流や地域人材活用を取り入れ、多様な特別活動が展開できている。創立150周年に向け、
児童がより主体的に取り組めるよう、改善の方策も考えられている。

生活指導

・こころのアンケートを効果的に実施できるようにそれぞれの学年の実態や様子を共有しながら
進め、問題の早期発見早期対応に努めた。
・登校しにくい児童が少しでも安心できる環境をつくるためにアシストルームの設置をするなど、
児童が落ち着いて過ごせるように全職員で協力して対応した。
・学校全体で、児童の思いを受けとめられるよう情報共有し、児童の内面理解に努めた。
・ネットトラブルを防ぐため、ネット利用教室を実施した。
・登校時には人の目の垣根隊やPTAの方々の協力もあり、あいさつを元気よく返す児童も増え
ている。しかし、学校全体でみると十分にあいさつできているとは言えない。また、清掃活動で
は、するべきことはできているが、自ら進んで取り組むことには課題がある。

B

・こころのアンケートを各学年の実態に合わせて実施し、いじめや不登校の早期発見早期
対応を行った。来年度も実施時期を考え進めていく。
・登校しにくい児童にはアシストルームや別室対応をしてきたが、教職員の配置に苦慮する
部分もあった。児童がより安心して登校できるように全教職員で協力・工夫しながら進めて
いく。
・児童の変化に常に気を配り丁寧な声かけをし、組織的に児童を見守る体制を継続してい
く。
・あいさつ運動は、児童・教職員ともに成果を感じられるような取り組みを考えていく。
・清掃活動については、教員側の働きかけに加え、児童会・委員会活動も巻き込んだ活動
を行っていく。

・じんけん月間の作文発表では、今年度はオンライン形式で行い、視聴する学年を自分た
ちに近い学年とした。来年度は、一堂に会した発表会とし、すべての学年の発表を聴ける
取組としたい。
・今年度は、道徳の授業内容を教職員同士で交流する時間をあまりとることができなかった
ので、来年度は、児童の実態を踏まえ、道徳性を深める授業や評価の在り方について、教
職員間で交流や研修を進める。
・国際理解や多文化共生のための講座は、児童も楽しみにしているため、来年度も継続し
て行っていきたい。

評価Bは適切である。
・人間関係が希薄になっている現代社会において、児童に人権、道徳学習を進める事は大切なことである。学校、家
庭共に協力し合い、児童の成長を見守りたい。
・親子でじんけんに関する価値観や考え方を話し合う取組は、考えを共有するきっかけになるので、継続してほしい。
・授業だけでなく、月間を設け、親子参加型授業等、メリハリをつけているところは良好と評価でき、また、その際も、
「オンライン」機能を使う点も、時代のニーズに沿っていると判断する。さらに、外国籍児童が多いという特色を活かし
て、国際理解、多文化共生に触れることは良いことだが、効果が出るのはまだ先として、現段階でのB判定は適当と
せざるを得ない。
・国際交流協会と連携して、国際理解、多文化共生教育の推進がなされている。「じんけんの歌」を全校生で歌うとい
う新たな取組で、児童が「じんけん」を身近に捉えられるような工夫がなされている。

評価Bは適切である。
・全ての児童に基礎能力定着のため、教職員の努力がうかがえる。今後は９年間の指導に向けて
の実践などの指導をお願いしたい。
・児童に身につけさせたい力を模索して授業を改善していく方法は評価したい。学年だけでなく学校
全体で方針を明確にし、年度が変わってもぶれない教育を目指してほしい。
・やさしい日本語、タブレットを活用した数々のメニュー、中学校のテスト期間と合わせた何か等、教
職員の向上や熱意が伝わってくるものばかりで、今後も継続してほしい反面、「自主学習」という新
たに加わった項目に苦戦しているのが見受けられ、よって、今後の改善、是正を期待する。
・「9年間のつながりのある指導」に向けた研修が幼小中連携で取り組まれ、来年度に向けての改善
の方策も示されている。

特別活動

・コロナ禍が落ち着き、コロナ前のような行事を復活できるものもあった。音楽会や運動会は、今
まで２部制・３部制だったものを全校生で行えるようになった。他学年にも見てもらうことで児童
にはより大きな励みとなり、保護者の方も満足感を得られていることがうかがえる。
・ファミリーや児童会活動でも他学年との交流を行い、それぞれの学年での役割を果たせるよう
に努めた。
・児童会活動では、学校が明るく楽しい場になるよう児童が計画し、２学年での交流遊びなどを
計画・実施した。
・校外学習では、町探検や施設見学を行うことで三木の良さを感じられるように取り組んだ。
・クラブ活動では三樹っ子探検クラブを新しく設立、地域の方に実際に話を聞き、三木の歴史に
ふれることができた。

A

人権・道徳

・９月にじんけん月間を設定した。親子人権学習では、保護者参加型の授業を行い、親子でじん
けんに関する価値観や考え方を話し合い、お互いの思いを理解する時間になった。また、代表
児童がオンラインで作文を発表することで、じんけんについて深く考える機会となった。また、今
年度は新たに「手をつなごう～共に生きる」をじんけんの歌として、給食の時間に放送した。全校
生で歌うことで、「じんけん」をより身近なものとして捉えることができた。
・国際交流協会と連携した多文化共生講座や、夏期休業中の「こころほっこりタイム」を行うこと
で、自己肯定感や共生の心を育むよう努めた。

B

令和5年度　学校評価　学校関係者評価書

志をもち　こころ豊かに　たくましく生きる三樹っ子の育成
～　笑顔・挑戦・感謝　～

１　家庭・地域から信頼される安全・安心な学校
２　自他の良さを認め、互いに尊重し合える学校
３　志を持ち、たくましく、ねばり強く歩む学校
４　自己の可能性を限ることなく学び続ける学校

評価項目（取組内容） 取組(達成）の状況

学習指導

学校名

４　自己評価方法の適切さについての学校関係者評価

５　評価の観点ごとの学校関係者評価

学校自己評価結果及び改善の方策の適切さについての評価改善の方策

・自己評価方法は適切である。具体的な評価項目を設定し、アンケートで回答を求めることで学校の方針や情報が保護者に
広く伝わっている。評価判定の他に保護者からの自由記述欄を設ける事で、保護者からの要望も聞け、児童の個々に対応し
た適切な指導が出来た。
・評価方法として適切である。学校職員、保護者、児童、三者の意見を比べて見ることができ、内容も毎年変更され工夫され
ていると感じる。
・学校側、保護者、そして生徒本人と、幅広くカバーされた範囲に項目ごとにアンケートをとり、その集計を数値化、グラフと
し、かつ前年対比として色分けしてあることから、良好点、改善点など、視覚的に把握しやすい方法を採っている点から、方法
は適切と判断する。
・評価項目を新たに設けたり、教育活動の現状に合うように見直したりして、より的確に学校評価が実施できるようにしてい
る。また、教職員、児童、保護者の三者へのアンケートを実施し、結果を数値化し、評価基準によって処理している。結果の傾
向と分析を行い、保護者アンケートの自由記述も考慮し、適切に評価している。


